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　　　「関川水俣病」問題 1
一新潟県に お ける もうひ とつ の 「水俣病」一

　　 関　礼子

（東京都立大学大学院）

1． は じめ に U｝

　か つ て新潟県で は 、阿賀野川 の新潟水俣病 の 他に も水俣病が ある の で はな い か と言われ て い

た 。 1973年 、 「第三水俣病」問題 ととも に表面化 した関川流域の 水俣病 （「関川水俣病」 ある い

は 「関川病」）疑惑で ある 。 本稿お よ び続 く 「『関川水俣病』問題 II」は、こ の 「関川水俣病」疑

惑を、次の 二 つ の 視点か ら論 じようとす るもの で あ る 。

　第
一

に 、歴史に埋 もれ つ つ ある 「関川水俣病1 を現在に呼び起 こ し、「関川水俣病」問題の 発

生 か ら終息まで の経緯を丹念 に跡づ けなが ら、こ の過程 に み られ る 問題点を指摘する こ とで あ

る。「関川水俣病」と同 じ く
”
幻

’鬮
の 「被害」に 終わ っ た、有明海に お け る 「第二水俣病」問題は

一
般 に よ く知 られ て い る 。 また、最近新た に 資料が公開 され た こ と もあ り （武内 ，1992）、 そ の

概要は次第に 明ら か に な っ て きて い る 。 だ が、「関川水俣病」疑惑は 、 未だ十分に 検刮 され て い

な い
。

　第二 は、こ の 問題の 発生お よ び終息を規定 した社会的要因が何であ っ たか を分析す る こ とで あ

る。「関川水俣病」は 、 1973年 、 「第三水俣病」疑惑 と ともに表面化 し、その 否定 を受けて 消さ

れ て い っ た 。 「第三 水俣病」の 否定は 、新た な水俣病 の 発生 を否定する と同時に、水俣病 の 認定

基準 を厳格に して ゆ くひ とつ の 契機 に な っ た 。 「関川水俣病」問題 もこ の 文脈の なか に埋め込 ま

れ て い る 。 そ して 「関川水俣病」は 、新潟水俣病 の 甚大な被害の まえに
e’
見捨て られ た

’1
側 面を

持っ て い る。新 潟県行 政 の み な らず被害者の 支援 運動の 側 も、新潟水俣病の 対応 に 追わ れ て 関川

まで に は十分に 手が まわ ら なか っ た とい う。 公害運動の歴史は 公害反対運動 の 歴 史と も言われる

が 、 「関川水俣病」問題 を ひもと くこ とで 、 強力か つ 持続的な被害者運動がなければ、公害被害

もまた埋 もれ て ゆ くこ とを明 らか に した い
。

2 ．関川 水系の水銀汚染問題

関川は、妙高火山群の 妙高山、焼 山、戸 隠裏山か ら流 れ る多 くの 支流 を持ち 、上越市直江津地

区で 日本海に流 れ込む
一

級河川で ある （図 1参照）。 こ の 関川水系で は、現在、ア ユ 、イ ワ ナ な

ど
一

部を除 く魚種に つ い て販売 の 自主規制 と食用規制が、また、関川 が 日本海に流れ込む直江津

地先海域で は漁獲 と販売の 自主規制が行わ れ て い る 。 関川 は 水銀に 汚染 され た 川 で ある 。 新潟県
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図 1　新潟県に お け る水銀使用 工 場

が水産庁 の委託で 行 っ た河）II水質汚染状況に関す る調査 〔1994 年度） で も、魚介類 の 暫定基準

（総水銀 O．4 ％ 、メ チ ル 水銀 0．3％ ）を越える汚染魚が 関川 で み つ か っ て い る c こ の 規制が い つ 解

除され る かはわか らな い
。

　関川水系の 水銀汚染 は
、 過去 の 公害汚染が原因にな っ て い る

。 関川流域 に は
、 大 日本セ ル ロ イ

ド新井 「場 （ダイ セ ル ：ア セ トア ル デ ヒ ド製造）、信越化学直江津工 場 〔水銀法に よ る カ セ イ ソ ー

ダ製造） と口本曹達二 本木工場 （目曹 ：同 カ セ イ ソ
ー

ダ製造） とい う三 つ の 水銀 使用工場 があ

り、 か つ て 水銀 を含んだ排水 を垂 れ流 して い た 。 そ の ときの 水銀が 、 川底な どの 泥に付着 し、 現

在 も汚染の原因となっ て い る の で ある 。

　 さて 、関川流域 で 工場排水に よる水銀汚染が公式に明 らか に なる契機 は、1973年 5 月 22 日、

朝 H新聞に ス ク ープされ た 「有明海に 『第三 水俣病』」とい う記事だ っ た 。 こ れ は、熊本大学第

二 次水俣病酬究班の 報告 書に 基 づ い た もの で 、天 草郡有明町 で 水俣病患者 （典型 的水俣病 と区別

で きな い 5 人、
一
応水俣病 と み ら れ る 3 人、水俣病 の 疑 い と 同 じ よ うに み ら れ る 2 人）が 発生 し

て い る と い う衝撃的な内容だ っ た 。 汚染源 とみ られ た 日本合成化学熊本工場は 、水俣病を発牛 さ

せ たチ ッ ソ や昭和電⊥ （昭電）と同様、過去に ア セ トア ル デ ヒ ドを製造 して い たが、こ の 工程 は

既に 陳腐化 し 、 1965年 6月に は廃棄 され て い た 。 過去の 水銀汚染の事実が 、 8年後にな っ て 初め

て 明らか に なっ た の で ある 。

　第三水俣病問題を受けて 、通産省は、全国の 水銀使用工場 （ア セ トア ル デ ヒ ド6、塩化 ビ ニ ー

ル 18、カ セ イ ソ
ーダ 49＞の 総点検 を行 っ た （「『関川水俣病』問題Il」に 掲げた図 「水銀使MT ．

場地図」参照）。 表 1 は、そ の うち ア セ トア ル デ ヒ ド生産 6工場 の 調査結果であ る。こ れ に よる

と、ダ イセ ル は ア セ トア ル デ ヒ ド生産量累計で チ ッ ソ の 次 に多 く、昭電の 約 3倍 に な っ て い る 。

また、未回収水銀 累計 （排水や大気中 に排出 され た もの を含む）をみ ると、チ ッ ソ が207 トン 、
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表 1 ア セ トア ル デ ヒ ド製造工 場

嬲 所在 地 生産時期 蠅 未匝収水銀 放流先

亅
（年） 罵 †（トン） 累計 （トン）

チ ッ ソ水俣 熊本県水｛矩市 1932−℃8456000 207 不知火海

ダイセ ル 新井 新潟県新 井市 193了〜68 獸）70 o 5 関川 ・渋江川

電気化学青海 新瀲県青海町 1945〜681670  0 54 青海川

日本合成大垣 岐阜県大垣 市 正928〜研 150000 8 揖斐川

昭和電工鹿瀬 黝 1936〜65103000 34 阿賀野川

口本合成熊本 fど購 誕宇上市 1944〜6596000 5 有明海

三菱瓦欺化学松浜 新潟県新潟市 1960〜6538000 26 新井鋼 ［1

鉄興社浜田大浜 山形果酒田 市 1939〜餌 ：爛 oo 13 酒 田港

ゴ

（出典） 1973（lll拝助 8）年 5月通産省調べ に よ る。

　　　　　　表 2　新潟県の 工 場別水銀消費量 〔単位 ：トン ｝

蠕

ダイセ ル 新井

電気科学青海

昭不岨 口鹿瀬

三菱瓦断化学松浜

日本曹達二本木

信越化学直江津

鄰

ア セ トァ ル デ ヒ ド

ア セ トア ル デ ヒ ド

＊ 水銀電解法 ソ ーダ

＊塩化ビニ
ー

ル モ ノマ
ー

ア セ トァル デ ヒ ド

ァ セ トァ ル デ ヒ ド

＊水銀鞴 …ソ
ー

ダ

水銀電解法 ソ
ーダ

＊塩化ビニ
ールモ ノマ

ー

放流先

渋江川 （閲 ll水系）

青海川

ぬ な川

ぬ な川

5国1鯉 野川

新jl郷 川

関川 ・渋江川

保倉川 （関川水系）

保倉川 （関川水系）

　　　 　　　　　　 総 　　 　計

（出典）1973（璢 毯8）年 7A 新潟県環境局調べ （新潟日報1973年 7月 4日付を参照、一一一
部加噬 ）。

（註 ）L ＊ 印は1973年 7月現在操業中の 工場を示す （うち、｛言越化学疽江津の 塩化 ビニ
ー

ル 製造は1973年

　　 10月の 爆発事故を契機 に 」鰈 停止 ）。

　　2．数字は四捨五入して い るの で、総訓力｛あわない こともある。

　　3．消費水銀量内訳の うち、工煬内たい積90．5トン 、その 他 3詑 トン にっ い て は省略。この 332トン

　　 は、製品、配管、床、電極などに付着 した り、回収また は売却された と思われるh9 酬 的 な 裏

　　 付けがない な ど して 行方力slua で ない 水銀量 で あ る。

光

　曲1L

水銀使用 消費水銀鍛 （未1蝌又）

量 合計 排水 焔

1水系） 106．653 ．90 ．91 ．1

了2d54 ．4L819 ．1

12L451 ，4 α511 ．0

17．8 】6．5O ．3O ．0

49．4lM ．4L3 一

36．727 ．60 ．15 一

1 正00．954 ．30 ．023 ．5

1水系） 194．3120 ．4 星．112 ．7

1水系） 65．662 ．60 ．0O ．0

764．94 了5，65 ．847 ．2

昭電が 34 トン で ある の に 対 し、ダイセ ル はかな り少な く5 トン に な っ て い る 。 チ ッ ソ、昭電 の

未回収水銀累計は、裁判の 過程で 正確な数値が 明 らか にな っ て きた とされ るが （朝 日新聞，1973

年 5 月 26 日付）、その 他に つ い て は工 場側が提出 した資料を もと に して い る とい うこ と もあ り、

数値が 瞹昧であ る と指摘 されて い た。

　こ れ を受け、当時の 新潟県環境局は、県内の 水銀使用6工場 に対 して 緊急の 追 跡調査 を行 っ た。

表 2 は 73年7 月 3 日に公表 された調査結果で ある．こ れによる と、ダイセ ル の 未回収水銀量は
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53．9 トン で 、 通産 省報告 5 トン と大幅な開 きがある 。
こ の 数値は昭電の未回収量 （34 トン ）をは

る かに上回 っ て い る 。 さらに こ の 水銀量 に信越 化学 102．4 トン 、i二1曹 54，3 トン をあ わせ る と、関

川水 系の 未回収水銀量 は計 210．6 トン に 及び 、 チ ッ ソ の 207 トン よ りも多い こ とが わか る 。 次 に

排水 として 垂れ流 された水銀量をみ る と、チ ッ ソ が 80 トン、昭電が 1，3 トン で ある の に対 し （新

潟日報，1973年 7 月 4 日付）、信越 化学は 1 トン （放流先は保倉川）、ダイセ ル は 0．9 トン （放流

先 は渋江川）、日曹は 0，02 ］
・ン （放流先は 関川 と渋江川）となっ て い る。新潟県は国の 発表 した

数値で はな く、県の 数値が正 しい と考 えて い たが （新潟 日報 ．1973 年 7 月 7 日付）、そうで あれ

ば、関川 に は新潟水俣病 を引 き起 こ した量 をは るか に 上 回る水銀が 、支流を通 じて排出 され た こ

と に なる。阿 賀野川 の 流 域面不責は 7，710km2 だが、関川 は 1，143km2 に す ぎな い
。 現在で も関川で

高い 水銀値が 検出 さ れ る の は 、こ の 小 さ な川 に大量 の 水銀 が 流 れ 込 ん だ こ と が 原 因 と考えら れ

る 。

3．水俣病 疑惑 と椿教授 の 「シロ」発言

　1973 年 5 月22 日の 第＝ 水俣病発生報道 に 続 き、6 月 6 日に は徳山市 で 、翌 日 に は福岡県大牟田

市で 水俣病発 生 の 疑惑が もたれ た。こ れ らの 疑惑は、ダイセ ル 、日曹、信越化学と い う三 つ の 水

銀使用化学工 場を もつ 関川流域 8M 町村に も衝撃を 与え た 。 6 月 19 日か ら 29 日 に 開か れ た ト越

市議会 （定例 会）で は
、 水銀汚染に 関す る緊急質問や

一
般質問が相次 ぎ、住民検診等に つ い て の

必要性が説か れ た 。
こ の 質問 で は 、次の よ うな状況 が示 されて い る （E越市議会，1973年6 月 ：

20−30，34−47，28−38）o

　（1）ダイ セ ル元従業員 （ア セ トア ル デ ヒ ト製造に従事）の 無機水銀 中毒の 疑い は、先に水俣病

の権威・新潟大学椿忠雄教授 の 診 断で否定 されたが、同じ職場出 身者に 同様 の 症状で 亡 くな っ た

人が複数人 い る。よ っ て 、なお も労働者が 水銀中毒に かか っ て い る可能性は否定で きない 。（2）

県の底質調査で 検出され た総水銀量は 、阿賀野川 の 最高値が 0．15ppm な の に対 し、関川水系 （渋

江川 ）で は 22．61ppm と 144倍 に な っ て お り、しか も 5 地点で 阿賀野川の 最高値を上回 っ て い る 。

（3）過去に 、関川水系 の 水 を上水道に使用 する 言i’画が頓挫 した の は、関川水系か ら水銀が検出 さ

れ たため だ っ た （「『関川水俣病』問題 II」参照）。 （4）ダ イ セ ル の 内部資料に よ る と、同社が 行 っ

た水質調査で 、昭和41 年に は す で に、関川か ら 1．5ppm （当時阿賀野川 馬下橋で検出 された有機

水銀 0．005ppm の 300倍に あたる） の 有機水銀 を検出 して い る 。 同様 な指摘は ダイ セ ル の 地元で

ある新井市の 議会質問 で もみ られ （新井市議会 ，1973年 6 月）、川魚 を喫食 した住民や 、工場 内

で の 水銀使用 工程に従事す る労働者の健康被害に つ い て 、早急の 実態調査が必 要で あ る と強調 さ

れ て い る 。

　こ うした状 況の なか で 、 7 月2 ロ 、 上越市は県の 協力の もと、当時新潟水俣病認定審査会の 会

長 （72 年 3月〜87年 10 月）で あ っ た椿忠雄 ・新潟大学教授 を現地に招 き、集団検診を行 っ た。

椿教授 が診た の は 、6月議会で 「水俣病類似患 者」と名前が上が っ た 13歳か ら 63歳 まで の 11人

の うち 10人 で あ っ た が 、1 人 に つ き約 10分 とい う極め て 短い 時間 で 出 され た結果 は 、10 人全員
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が 「水俣病で は ない 」とい うもの だ っ た。記者会見で 椿教授は 10代の 未成年者を含む 10人 に対

し、「精密検査を必 要 とする人 は
一

人 もい なか っ た 。
いナ乳も高血庄わ神経痛み た い な症状で 水

俣病で は ない 」、「こ の 10人が極め て 疑わ しい 人ばか りを集め た の な ら今後の 心 配は薄 い 。しか

しそ うで な い な ら…」〔新潟 H 報，1973年 7 月 3 凵付 ，強調 筆者）と述 べ て い る 。 県の 健康調査 〔住

民検診） を目前 に し て 、こ の 時期 に椿教授が 「水俣病」を否定 した こ とは そ の 後の 「関川水俣

病」の 行方 を方向づ ける もの だ っ た 。 それは 、 関川流域の 健康調査の 必要性 を否定 し、水俣病の

権威 と して 関川水俣病を否定する意味 を持つ か らで ある 〔2〕 。後に椿教授は 「関川 流域か ら水俣

病が出た ら俺は （新潟大学の 教授 を）辞め る」と述べ た とい うこ とだが 〔3
气 椿教授が持つ 社会

的な影響力 を考える と、た また ま名前が上 が っ た 10人 を、1人 1〔｝分 の 診察で 「水俣病で は な い 」

とした の は、問題 だ と言わ ざる を得な い
。 なぜ な らば、県の 住民検診で は、精密検査 を必要 とす

る 「水俣病類似患者」が少なか らず浮か び上が っ て くるか らで ある 。

4 ．斉藤検診 と県の住民検診

　椿教授 の現地診察 と水俣病の 「シ ロ 」発 言か ら 3 日後の 7 月 5 日、新潟で 多数の 水俣病患者を

診察して い る斉藤恒医師が上越市 を訪れ、椿教授の 診断 を受けた 1人 を含む水俣病類似患者 7人

を診察 した （白主検診）。斉藤医師はその うち上越市 と新井市の 2 人につ い て 「水俣病特有の 症

状 を示 して い る 。 手足 の しびれ 、 知覚障害 、
ふ らつ きが特徴 的で 、疲れやす い 、め ま い がす るな

どの 自覚症状 も新潟で 診た患者 と似て い る 。 阿賀野川流域 の 人なら患者 と認定 され る 可能性 の あ

る人」で 、「私 と して は メ チ ル 水銀を疑 っ て い るが 、関川 は PCB 汚染もひ どい ようだ し、　 Ht・急

に 汚染の 実態を調べ る べ きだ と思 う。 椿先生 が 診た 人 に つ い て は私 も違 う病気と診断 した」（新

潟目報 ，1973年 7 月 6 日付）と述 べ た 。

　斉藤医師か ら 「水俣病の疑 い 」と診断された こ の 2名は、7 月 13、14 日、阿賀野川流域の新潟

水俣病を対象とす る認定審査会に 「越境申請」を試み る 。 新潟で公 害被害者救済法の 指定地域 に

な っ て い る の は下流域の み で 、中・上流は環境庁か ら指定地域に 準 じた扱 い が で きる よ う県 に権

限が委譲 され て い るが 、関川水系は法の 対象外で あ る 。 当然、申請は受け付け られ なか っ た 。 だ

が、もと もと無理 を承知の うえ で の 「越境申請」の試み に 、関川で の 「公害被害者運動」の
一

端

をみ る こ とが で きるだろ う。

　さ て 、こ の 間に も県の 「関川 水系水銀汚染健康被害調査」が 始ま っ て い る （73 年 9 月 〜74 年 1

月）。 調査は 新潟水俣病の場合に用 い られ た と同 じ、第
一次か ら第三次 まで の 三段階方式が 用い

られ た 。 第
一
次調査は漁業組合 員お よび遊魚証所持者名簿に基づ くア ン ケ ート調査、第二 次調査

は環境庁の 水銀汚染にか かわる住民調査実施法 に基づ く
一

般検診、第三次調査は新潟大学で の 神

経内科 、 耳鼻科 、 眼科な どで の 精密検査で ある （表 3 参照）。

　こ の 健康調査は 、数々 の 問題点が 指摘 されて い る新潟水俣病の
一．一

斉検診 を持 ち出 す まで もな

く、あ ま りに不 十
一
分 で あ る 。 県衛生 部の 『関川水系水銀汚染健康被害調査結果報告書』 に よる

と、（1）第
・
次調査の 回収率が 67．8％ で 、「慓本調査で な い こ と と未回答者につ い て の 検討が困難
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表 3　関川水系水銀汚染健康被害調査結果

第
一
次 （ア ンケート）　 発 送1449枚一回答 9繖 （回収率67．8％）

1973．7．9− 7．15 回答者数　　　　　　　　 3355人

うち倒 奪者数

　「議鍍 摂取者　　　　　　83人

　非およ び低頻度擦取者　　　154人

計 23了人

第コ欠 （一般検診 ）

　 19了3．1（）．1］− 10．13

対象者

　高嬲 蔓取者 （対象群）　　　 69人

　非およ び 低鄭渡 摂取者 （対照 群）73人

142人

受診者 受診率
一一）47人 08．　1％
→ 44人 60．3％

計

＊ 1謝 渡摂 取都 3人中⊥3人 は回答遅憩 こよ り受診対象外

＊ 非お よ び低頻度概取者 154人中81人 は受診文・橡外

第三次 （精密検査） 要精密検査者

　高頻度摂取者 （対象群）　　　 i8人

　非およ　
一1
　 鋲 取 者 （対 照群） 19人

計

うち受 診ヌ像 数

訂 人

　　　 受診者 未受診

17人 →　13人　　 4人

＊20人は検査能力の 都合上、受診対象外

＊受診者
’13名中、1人は耳鼻科を未受診

＊ 未受診 者4名の 理 由は高齢 仕事の 都合な どで 受診希望 せず

（註） 1．新潟県衛生ZZ　1974，に基づ き作成 ， 調査対象はB（V［1水系漁業共1司組合組合員及び

　　 遊魚承認書所持者 とその 家坂 同居 人，

　　2．高嬲 頁取群＝週 2回 以上の 川魚喫食首 非お よ び  1漁摂取者；川魚を食

　　 べ な い か 食べ て も週 1回程度、

で ある こ と等を考え る と問題は あろ う」とある 。 さらに 、（2）第二 次調査で は 「第
一次 の 質問票

の 回答が遅れ 、 第二 次健康調査 に 間に合わな い もの が あ っ た」、（3）第三 次検診で は 、要検査者

と して対象ue　18人と対照群 19 人の 計 37人の うち、「精密検査を行 う新潟大学医学部は 、 阿賀野

川有機水銀 中毒事件の患者認定に伴 う検診を実施中であ り、検査能力 に も限度がある た め 」17人

しか検査対象 と して い ない 、（4）しかも 「高齢、仕事の 都合、受診を希望 しな い な どの 理 由」で

4 名は受診 して い な い 、（5）精密検査で 耳鼻科 を受診 しなか っ た者が 1 人い る 、とある 。 こ の よ

うに 問題点の 多い 調査か ら導 きだ され た の は、「視野狭窄を呈 す る者 は な く、臨床医学的に水俣

病 と診断 しうる患者は い な か っ た」とい う結論だ っ た。なお、県の 『報告書』は、水俣病 と同時

に 、水銀使用工 場 の 退職者 38 名の 水銀中毒 を も舎定 して い た （新潟県衛生部 ，1974：3−9）。
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5 ．「関川病」の可能性

　県が 自ら認め て い る よ うに こ の 調査に は問題が 多か っ た 。 加え て 、第
一

次調査 の ア ン ケ
ー

ト項

目に あ っ た ネコ の 狂死 〔3件〕に つ い て の 記載はな く、 批 判の声があが っ た。先の 現地検診で関

川 流域の 2人 の 住民 を 「水俣病 の疑 い 」と診断 した斉藤医師は、1974 年 9 月 12 日 、 新潟県公安

厚生 委員会で 、（1）基礎デ
ー

タの と り方が不 卜分で ある、（2）ハ ン タ
ー

ラ ッ セ ル症候群の 有無だ

け を重視 し、視野狭窄が ない だ けで 水俣病を否定する の は問題だ、と県 の 結論 を批判 した 。 また

「も し二 人 が阿賀野川 に関係 した人 な ら三 ラ ン ク （有機水銀 に よ る 影響が否定で きない ）以上 で

認定 され た と 思 う」（新潟 日報，1974 年 9 月 13U 付） と述べ た 。 だが、斉藤医師の 批判 に もかか

わ らず、県の 調査は 「関川水俣病」 を公式 に否定す る唯
一・

の 根拠 と な っ た
。 関川流域 で は 、以

後 、 水銀に よる身体的被害に つ い て 、公的検診や調査が行わ れ る こ とは二 度 となか っ た 。 有明海

における 「第三水俣病」を最初に否定 した環境庁水銀汚染検討委員会 ・環境庁水銀汚染検討委員

会 の 健康調 査分科 会 （会長 ・椿忠雄）の 「現時点 にお い て は水俣病の 疑 い がない 」 とい う結論

（1973年 8 月）は、分科会開催以 前に す で に環境庁の 見解 と して用 意 され て い た もの だ っ た （武

内，1992）。 新たな水俣病 の 発生 は もは や認め られ ない とい う政府の 方針が、「関川水俣病」の 否

定 （74 年 5 月）を大 き く規定 した こ とは 問違 い な い だろ う。

　こ うした状況の なか で 、関川流 域で の 「公害健康被害」 の 実態 をい か ほ どか示 して くれ る の

が 、 斉藤医師に よ る健康被害住民 の 検診結果で あ る （斉藤 ，1974．1976）。斉藤医師は前述 の 1973

年 の 検診で 7 名 の 診察を した 後、正975年に も、42 人の 川魚多食者 〔先の 7 名の
一

部 を含む）に

つ い て検診 を行 い 、42 人中 16人が 「水俣病類似患者」で あ る と診断 した
。 そ の うち 8 人 は、県

の 健康調査か ら漏れ た人 々 だ っ た 。 結果 は 、〔1）16 人中 8 人が 2家族 4 人ずつ の 「家系被害」を

被 っ て お iり、（2）2軒で ネ コ が狂死 して い る、（3）元 日曹労働者 1人に無機水銀中毒 との 合併症が

疑 わ れる、であ っ た 。 斉藤医師は 、受診者 は男性で 40 歳以上 の 人が多 く、 「20 歳代 、 30歳代で

は、なか なか診察す ら受け たが らな い こ とは、阿賀野 川水俣病の 場合 と同様で ある」 〔斉藤 ，

．1976：30） と述 べ 、16人以外 に も水俣病類似患者が存在する可能性 を示唆 した 。 さ らに こ の 16

人 に対 して 「有機水銀だ け で な く、PCB で も類似な自他覚的神経症状 をお こすこ とが明 らか に

な っ て お り、摂取 した 汚染魚が 少な くとも水銀 と PCB の複合汚染 が明 らか な場 合 、そ の 魚 の 反

復摂取に よ っ て お きた と見られ る疾患は 『関川病』と呼ん だ方が よ い の で は な い か と考え る」と

主張 した （斉藤 ig76 ：26−27）。

　斉藤の 「関川病」の 主張は、関川水系の PCB 汚染問題 を考慮 した もの で ある 。 汚染企業は

日曹、ダイセ ル 、信越化学の 三社で 、 特に H 曹か らの 汚染が顕著だ っ た 。 県 の 調査 による と 3．工

場が購入 して い た PCB114 ，180kgの うち、608．9kgが行方不明に な っ てお り、企業 も汚染の事実

を認め た と い う （新潟 H 報 ，1972年 12月 22 日付）。 こ の こ とが原因で 、関川水系で は、1972年

10月か ら PCB 汚染を原 因と した食用抑制の 行政指導が 行われた 。 当時の 関川の 汚染状況は 「渋

江川の橋の ヒに 立 っ た ら ッ
ー

ン と塩 素臭 く、水の色 まで緑 とい うか黄色 とい うか だ っ た」、「川が

臭 くて た びたび魚が浮 い た」と記憶 され て い る c斗）
。 また、当時の 喫食者は、「魚は み ん な S 字に

な っ て変形 して い た」が 、 「こ の 辺 の 人 は魚に毒あ っ て 食べ て い けな い と知 らなか っ たか ら、み
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ん な弱 っ て 浮い た魚 を網 で とっ て 食べ た」とい うL5〕
。 川魚 を食べ て い た 住民が 自主的 に 喫食を抑

制 した の は、魚自体が 臭 く感 じ ら れ た か ら と の こ と だ っ た 。 斉藤医師の 「関川病」の 見解か らす

る と、こ の 時期 の 川魚の 喫食が 、PCB と水銀の複合汚染 を引 き起 こ した可 能性が ある とい うこ

と に な る 。

6．水銀汚染の その 後

　 は じめ に 述 べ た よ うに 、関川水域で は 、1975年に規 制が解除された上 流の 笹ケ峰ダ ム付近 （妙

高高原 町杉野沢苗名滝 よ り上流）、 1977年以降よ り解除され た ア ユ な ど一
年魚で汚染が少な い 魚

を除 き、 現在 も川魚の 食用規制が続 い て い る。新潟県 の 「関川水系及び直江津地先海域における

魚類 の 食用 規制等に関す る今後の 方針」に よる と、関川水系 と直江津地先で、魚介類の 暫定基準

値 を越 え る魚が み つ か っ て お り、規制解除の め どは立 っ て い な い
。

　こ の うち、水銀 につ い て は、1978年5 月に発生 した 白田切 川 の 土 石流 事故の調査か ら、妙高凵」

の 自然水銀が関川水系に 流 れ だ し、河 川 を汚 染 して い る とい う見解が 示 され た 。 こ の 「自然水銀

説」 は、工 場付近 の コ ケや杉の 年輪の 分析結果などか らその 影響は小 さい と批 判 され て い る が

（河 辺 ，1982．1983，1991）、県は 現在 の 汚染原 因 として 、過去の 工 場排水に よ る 汚染 と共 に、自然

水銀 の 汚染 を強調 して い る。か つ て 川魚等の 食用 規制の 一
部解除 の 際に 、 「国の 委託に よる水銀

汚染 対策環境調査の 結果 （昭和 50年4 月 8 日発表）関川水系 に お ける 魚類 と農薬及 び天 然汚染

源 との 関係は 否定 され て い る」（1975年新潟県衛生部長か らの 通 達）、「魚介類の 水銀汚染の 原因

とな り得な い もの を消去 して い く手法をとれ ば 、 鉱 山 、 鉱床は なく、火山灰は低濃度で……自然

汚濁源とい う要因 は消去 で き」るか ら 「結論的に は 、魚介類 の 水銀汚染は過去に お い て化学工 場

か ら水銀を含有 した排水が排出 され、そ の 影響が他の 要因に比べ て 高い と考えられ る」（環境庁 ・

新潟県，1975）とい う見解を示 した こ とをみ て も、県 の 自然水銀を強調 す る見解に は疑問が 残 る 。

そ もそ も、1973年 に 「関川水俣病はな い 」と結論づ けて い る に もか か わ らず、1975年に工場排

水が 水銀汚染 の 原 因 と述 べ る こ と自体、矛盾が ある の で は な い だろ うか 。

　さて 、本稿で は、関 川水俣病が消 され て ゆ く状況に注意 しなが ら、関川水系にお け る水銀問題

の 概 要 をみ て きた 。 1973年、全国的に水銀汚染が間題 になるなかで関川水俣病疑惑が浮か び上

が り、 「第三水俣病」の シ ロ 判定には じまる公害被害の 否定の風潮の なか で 、「関川水俣病」もま

た否定 され た c 斉藤医師の 「関川病」の 見解は水銀 と PCB との 複合汚 染 を示唆す る もの で ある

が 、 公的に は、1974 年の 県の 『報告書」 をも っ て 、関川水系で の水俣病、水銀中毒 （工 場内で

の 無機水銀中毒を含む）の ロ∫能性は否定 された ままになっ て い る。水俣病を疑わ れた人、工場で

水銀 を使用する コ「程で 無機水銀中毒にな っ た と疑われた人 の 多 くはすで に 高齢化 し、または死亡

して い る。「関川水俣病」や 「関川病」 に つ い て の 記憶 は 、地元 で も風化 しつ つ あ る 。

　次の 「『関川水俣病』問題 II」で は、あ る 水俣病類似 患者 （1975 年死 亡）の遺族 の 話か ら 、 忘

れ られ つ つ ある水銀汚染の 記憶 を呼び起 し、「関 川水俣病」あ る い は 「関川病」問題はなぜ 起こ

り、「被害」は なぜ
T「
幻

門
に な っ た の か を み て ゆ くこ と にする 。
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注

（1）本稿 は 「「関川 水俣病』問題 田 の 渡辺 伸
・
との 共同調査 に 基づ い て k喝 。

（2）椿教授 は 「有機水銀中毒の 世界的な 臨床医 と して 新潟水俣病の 原因 究 明 に 大 き く貞献」 〔新 潟 日報 1980

　 年 9月 26 日付）した 神経 内科 の 実力者 だ っ た 。 だ が、水俣病 の 補償が 実質的に 認定審査会の 判断 と結 び

　 つ くよ うに なる と、椿教授 は 水俣病 を狭 くと らえ、水俣病 を否定す る こ と に な る 。 「関川水俣病」の 否定

　 は そ の 延長線上 に ある と考え られ る。

（3）1995年 3 月 11 日斉藤恒氏の ヒ ア リ ン グ 〔担当 ：渡辺）に よる 。 但しカ ッ コ 内は筆者挿入 。

（4）1995年 3 月 12日〜16日で の 関∫i「流域住民か らの ヒ ア リ ン グ に よ る 。 な お、「日本河川 水質年鑑』健 設

　 省河 」［「局 ，1975 ：282−283） は、工 場排水が原因で の 稲の 根腐 れ （関川中流域）、魚が死 ぬ （矢代川）、魚

　 が 浮 く （青田 川）、悪臭 （渋江 川）、魚介類の PCB 汚染 など、1970 年代前半 の 水質事故 を記 録 して い る 。

（5）1995年 3 月 15 日 Y ・S 氏 〔日曹排水 凵 付近で 川 魚を喫食）の ヒ ア リ ン グ に よ る。
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